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別記２

恵庭市生涯学習施設かしわのもり指定管理者業務仕様書

恵庭市生涯学習施設かしわのもりの指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様

書による。

 なお、以下の内容は指定管理業務の大要を示したものであり、記載のない業務などであっても

管理運営上で必要と考えられるものについては、指定管理者の負担により実施するものとする。

１ 趣旨

本仕様書は、恵庭市生涯学習施設かしわのもりの指定管理者が行う業務の内容及び履行方法等

について定めることを目的とする。

２ 管理に関する基本的な考え方

管理運営するにあたり、次に掲げる項目に沿って行うこと。

（１） 生涯学習施設かしわのもりは、市民による地域活動や交流の機会の創出及び市民の生涯

にわたる学習活動の支援を目的として設置した社会教育施設であることから、この設置

目的に資するような適切な管理運営を行うこと。

（２） 下記機能を有する施設であることに基づき、業務を遂行すること。

① 学習機能

② 運動機能

③ 子どもの居場所機能

④ 交流機能

⑤ その他市民が多目的に利用できる機能

（３）生涯学習施設かしわのもり運営協議会の委員及び地域住民や利用者の意見に配慮し管理

運営に反映させること。

（４）個人情報の保護を徹底すること。

（５）効率的かつ効果的な運営を行い、管理経費の削減に努めること。

（６）公の施設であることを常に念頭において、市民の福祉の増進に努め、市民の公平な利用

に供するような管理運営を行うこと。

３ 施設の概要

名  称 ： 恵庭市生涯学習施設かしわのもり (以下「かしわのもり」という。)

所 在 地 ： 恵庭市大町１丁目５番７号

施設規模 ：（構造・内容等)
敷地面積 ：1,988.24 ㎡

駐車場面積：1515.71 ㎡（41 台）

建物面積 ：949 ㎡

施設構造 ：木造平屋建
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施設内容：

使用区分 面積（㎡） 使用区分 面積（㎡）

スポーツ練習場
全面 222 事務室 36
半面 111 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ・風除室 39

クラークルーム 110 授乳室 5
プレイスペース１ 67 男子更衣室 15
プレイスペース２ 25 女子更衣室 19
プレイスペースエントランス 37 土間（屋外） 20
緑のカフェ 52 倉庫 35
会議室・ミニキッチン 73 機械室 19
談話室 17

  その他：市の収容避難所指定施設

４ 開館時間及び業務時間

（１）開館時間

開 館 時 間 午前９時００分から午後１０時００分

※ただし、恵庭市教育委員会（以下「委員会」という。）が特に必要と

認めたときは、これを変更することができる。

（２）業務時間

午前８時４５分から午後１０時１５分までを基本とするが、諸設備・機器類の始業点検や

利用終了後の各室の設備格納・火気等の諸点検を含め、管理業務に支障をきたさない時間と

する。

５ 休館日

休 館 日 各月の第１・３月曜日及び１２月２９日から翌年１月３日までの日。

特記事項 委員会が特に必要と認めたときは、これを変更し臨時の休館日を定めることが

できる。

６ 法令等の遵守

かしわのもりの管理にあたっては、本仕様書のほか、次の各項に掲げる法令に基づかなけれ

ばならない。

（１）地方自治法

（２）地方自治法施行令

（３）恵庭市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例

（４）恵庭市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則

（５）恵庭市生涯学習施設かしわのもり条例（以下「条例」という。）

（６）恵庭市生涯学習施設かしわのもり条例施行規則（以下「規則」という。）

（７）恵庭市個人情報の保護に関する法律施行条例

（８）恵庭市個人情報の保護に関する法律施行条例細則
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（９）労働基準法（昭和 22 年法律第 67 号）、最低賃金法（昭和 34 年法律第 137 号）、労働安全

衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）、健康保険法（大正 11 年法律第 70 号）、労働者災害補償保

険法（昭和 22 年法律第 50 号）、などの労働関係法令

就業規則、労働条件通知書・雇用契約書、賃金台帳、勤怠管理、年次有給休暇、割増

賃金、労使協定（36 協定）、育児・介護休暇、健康診断、健康保険・厚生年金、労働

者災害補償保険、雇用保険 等

（10）その他関係法令（要領・要項を含む）

指定期間中に法令等に改正があった場合、改正された内容によるものとする。

７ 管理にあたっての心得

（１）かしわのもりは、基本理念に「次世代を担う子どもたちを地域が育む」“地育”を掲げ、地

域住民や市民の居場所としての「交流機能」、子育て支援センター、児童館のように子ども達

が自由に過ごす場、放課後子ども教室のような学びや体験ができる場などの「子どもの居場

所機能」のほか、「学習機能」、「運動機能」を有する複合施設であるため、その性格を認識し、

管理運営に努めること。 

また、地域に残された貴重な樹木や自然を継承しているため、それを次世代につなぐとと

もに、地域住民や市民から親しまれる施設運営を心がけること。 

（２）利用者には迅速、明快に対応して不快感を与えることのないよう十分注意しなければなら

ない。また、火災等緊急事態での利用者への事故防止と迅速な避難保護に努めると共に盗難

防犯等にも十分注意を払うこと。

（３）施設管理する上で清掃をはじめ整理整頓に心がけ、常に施設の安全管理に細心の注意を払

うこと。

（４）管理運営上で事故などが発生した場合は、速やかに適切な対応を取るとともに、委員会に

その状況を報告すること。

（５）管理運営上の苦情などに対する適切な体制を整備し、誠意を持って対応するとともに、委

員会にその状況を報告すること。

８ 管理業務の内容

（１）施設の運営及び維持管理に関すること。

①職員等に関すること。

ア 館長１名を配置すること。（黄金ふれあいセンター館長と兼任可）

イ 管理業務及び催事に応じて必要な人員を配置すること。

ウ 職員等の勤務形態は、施設の運営に支障のないように定めること。

エ 職員等に対して、施設の運営及び維持管理に必要な研修を実施すること。

②施設管理に伴う人員の確保及び資格等に関すること。

 ア かしわのもりの運営や各業務が安全かつ確実に行われるために必要な人員を確保する

こと。

イ 維持管理に必要な機械、衛生、電気設備関係の知識を有する者を配置すること。
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 ウ 防火管理者の資格を有する者を配置し消防機関との連絡を密にし、消防計画、査察、教

育訓練等の適性を期するよう努めること。

③地域人材の積極的な活用

人員の確保にあたっては、これまで施設の運営や事業に携わってきた地域の人材を積極

的に活用するよう配慮すること。

（２）施設の運営及び維持管理、関連事業に関すること。

①かしわのもりの適正な運営のため、９ページ「生涯学習施設かしわのもり業務一覧」に記

載する各業務を行うこと。

  ②駐車場等外構設備の適切な維持管理を行うこと。

③維持管理計画書を作成し提出すること。

④巡視は、館内外設備の異常の有無、秩序保持等を確認する基本的業務であり、このため巡

視は午前、午後、夜間に各 1 回以上実施すること。また、異常などを認めた場合は速やか

に対応すること。

⑤管理業務従事者は、日勤者から夜勤者への引継ぎに万全を期して、業務の円滑な執行にあ

たるものとする。特に、勤務中に発見した施設設備の不具合あるいは利用者から指摘のあ

った事項等は業務日誌に記載する他、伝言メモ等に記録して確実に引継ぎをし、問題の早

期解決に努めること。 

⑥その他

ア 利用許可申請書の受付業務及び行事予定台帳の記載に関すること。

イ 利用許可書の交付及び利用料金等の収納事務に関すること。

ウ 建物の維持管理業務（清掃・小破修繕等）に関すること。

エ 屋外の維持管理業務（清掃・草刈・除雪等）に関すること。

オ パンフレットやホームページの作成等利用者サービスに関すること。

カ 電話の受理応答に関すること。

キ 施設の財産管理及び備品管理に関すること。

ク 消耗品等の購入・検収に関すること。

ケ 火災等災害時処理、消防計画による防火管理業務に関すること。

コ 各種保守点検時の立会検収に関すること。

サ 火災報知機作動の対応に関すること。

シ ボイラー・空調・暖房・自動ドア等の日常点検と設備故障時の対応に関すること。

ス 業務日誌・各種統計資料の作成（記録）に関すること。

セ 月次、年間報告書の作成・報告に関すること。

ソ かしわのもり利用統計等、かしわのもり運営に必要な資料を作成保管し委員会から提出

を求められたときは、これに応じること。

タ かしわのもりブックステーションに関すること。

チ 市の「指定管理者モニタリングマニュアル」に基づき、指定管理者が実施する事項に対

応するとともに市が行う指定管理者評価に協力すること。

ツ 緊急時対策、防犯、防火、防災、衛生対策について、マニュアルを作成し、職員等に指

導を行なうこと。
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テ 省エネや温室効果ガスの排出量削減の取組み

恵庭市は、カーボン・マネジメントシステムの環境配慮活動に取り組んでいることから、

環境負荷低減対策を実行・記録し、適宜結果を報告するなど環境に配慮した施設管理を

行うこと。（カーボン・マネジメントシステムは別紙）

ト 管理運営上での事故などに対応するため賠償責任保険に加入すること。（火災保険は市

で加入する。）

（３）かしわのもりの利用許可等に関すること

①施設の設置目的に沿って、適切に利用しようとする場合、これを許可し適切に施設設備を

使用させること。但し、利用目的等が公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれが

あるなど、管理運営上支障があると判断した場合は、利用を許可しないことができる。

②利用を許可した場合は、条例及び規則の規定に基づき、施設利用許可書兼領収書を交付し

指定管理者が定める利用料金（以下「利用料」）の徴収を行うこと。

③利用の許可を受けた者から利用許可の取消し又は変更の申請があり、これを認める場合は、

条例及び規則の規定に基づき、利用料の不足分の徴収又は超過額の還付等を行うこと。

④利用の許可を受けた者が各施設の付属施設及び備付物品を使用しようとする場合は、これ

を許可し適切に施設設備を使用させること。

⑤利用料の減免を受けようとする者があった場合は、条例及び規則の規定に基づき減免する

こと。

９ 個人情報保護に関すること

（１）指定管理者は、恵庭市個人情報の保護に関する法律施行条例及び個人情報の保護に関する

法律の定めるところにより個人情報の適切な取扱いについて必要な措置を講じなければなら

ない。

（２）指定管理者及び指定管理業務に従事する者は、当該業務の実施に関して保有する情報及び

当該業務の実施によって知り得た個人情報について、外部へ漏らし、または、他の目的に使

用してはならない。指定期間が満了し、又は指定を取り消された後においても同様とする。

（３）日常より個人情報保護を徹底し、職員等に周知・徹底を図ること。

１０ 販売行為等の禁止

   指定管理者の承認を受けた者以外は、施設及びその敷地内において、物品の販売、寄附の

要請その他これらに類する行為をしてはならない。

１１ 立入り検査について

（１）委員会は必要に応じて、施設、備品、各種帳簿等の現地検査を行うこととする。

（２）市が監査（定期監査）を実施する場合、資料の作成や提出、説明を行うこと。

１２ かしわのもりの管理事業に係る経費等について

（１）提示された事業計画に基づき別途算定し、協定書において定めた指定管理料を委員会は

 指定管理者に対し支払う。



6

（２）前項の指定管理料については、原則として増額及び減額することはしないものとする。

（３）支払い時期は協定締結時に協議の上決定する。

（４）利用料金の額は、条例で定める額を上限として委員会の承認を得て定める額とする。

（５）収受する利用料金については、指定管理者の収入とするが、経理については他の収入と明

確に区分できるようにすること。

１３ 軽易な施設修繕と備品修理の負担区分

（１）施設設備・備品の修理・修繕金額が、１件 10 万円以下（消費税込み）の軽易な場合は指

定管理者の負担により行うものとする。

ただし、指定管理者の所有に係る物品等の修繕については指定管理者の負担により修繕を

行う。

（２）修繕料の負担区分に疑義が生じた場合は、すみやかに委員会と協議すること。

１４ 施設及び設備等の使用

業務処理のため必要となる事務室、機械室、物品庫等の使用は無償とするが、指定管理者

の責に帰する理由により備品器具の破損等をした場合は指定管理者が弁償するものとする。

１５ その他経理等に関する事項

（１）指定管理者が、指定期間中に施設の管理運営費により購入する物品の所有については、委

員会と事前、又は事業報告書を基に協議するものとする。

（２）指定管理者は、委員会の所有に帰属する物品については、「恵庭市物品管理規則」に準じて

行うものとする。また、指定管理者は同規則に定められた備品台帳を備えて、その保管にか

かる物品を整理し、購入及び廃棄等の異動について事前に相談する他、定期的に教育委員会

へ報告しなければならない。

（３）指定管理者は経理規定を策定し、経理事務を行うこと。

１６ 業務を実施するにあたっての注意事項

（１）公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の個人、団体

等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。

（２）黄金ふれあいセンターとの連携を図った運営を行うこと。

（３）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は、委員会と協議を

行うこと。

（４）各種規定等がない場合は、恵庭市の諸規定に準じて、あるいはその精神に基づき業務を実

施すること。

（５）業務の全部又は主たる部分を一括して第三者に委任、又は請け負わせてはならない。ただ

し、あらかじめ委員会の承諾を得た場合は、この限りではない。又、業務の一部を委託する

場合は、委託先及び契約金額を委員会に届け出ること。

（６）指定管理者は、定められた事業以外に指定管理料を使用してはならない。不正に使用した

ことが発覚した場合、委員会は償還を求める。 



7

（７）恵庭市の施策としての事業には積極的に取り組むなど、協力をすること。       

（８）かしわのもりは、市の指定避難所の指定を受けていることから、避難所として使用が予想

されるような災害（訓練を含む）などが発生した場合、市の災害対策本部と連携し、迅速な

対応を行うこと。なお、その際に発生する費用については協議により決定する。また、日頃

より町内会や自主防災組織等が実施する災害時の運営に係る話し合いに参加し、施設の利用

について協議する。

（９）障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（平成 25 年法律第 65 号）が定める義務

を遵守し、障がいを理由とする不当な差別的取扱いを禁止するとともに、障がい者から何ら

かの配慮を求める意思表示があった場合には、社会的障壁を取り除くために必要で合理的な

配慮を行うこと。

（１０）その他、仕様書に記載のない事項については、委員会と協議を行うこと。

１７ 保険について

  指定管理者は、市が加入する全国市長会市民総合賠償補償保険のうち、賠償責任保険の被保

険者としてみなされる。ただし、指定管理者が独自の事業を運営する場合、その運営上もたら

される賠償責任は、対象外となることから、指定管理者の負担により賠償責任保険に加入する

こと。

１８ 協議等

指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、業務の内容及び処理について疑義が生じた

場合は、委員会と協議し決定するものとする。
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カーボン・マネジメントシステムの推進について 

１．カーボン・マネジメントシステムとは 

 カーボン・マネジメントシステムは、「第５次恵庭市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」

に基づき、恵庭市（以下、「市」という。）の事務及び事業活動に伴う温室効果ガス削減のための

取組みを推進し、目標を達成するために、「計画（Plan）」、「実施（Do）」、「点検・評価（Check）」、

「改善（Act）」で構成されるマネジメントシステムです。 

２．目的 

 地球温暖化は、世界的な平均気温の上昇のほか、海面水位の上昇、降水量の増加、異常気象の

増加、生態系の異変、農作物の影響等、多種多様な影響をもたらすといわれており、早い段階で

の温室効果ガスの排出削減が必要です。また、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の報告書

により、地球温暖化については疑いの余地のないことであり、温暖化の要因が人間の活動である

可能性が「極めて高い」とされています。 

 国は、平成 10 年に地球温暖化対策の推進に関する法律（以下、「温対法」という。）を制定し、

国、地方公共団体、事業者及び国民個々の責務を明らかにするとともに、国及び地方公共団体に

自らが排出する温室効果ガスの削減を図るための計画の策定を義務付け、市では現在「第５次恵

庭市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」を策定し、令和６年度におけるエネルギー使用に伴

う温室効果ガス排出量について平成 25 年度の排出量に比べ、『25.9％削減』を目標として掲げて

います。この目標達成のために、カーボン・マネジメントシステムを推進します。 

３．取組み 

 温室効果ガスの削減についは、恵庭市カーボン・マネジメントシステム運用マニュアルに基づ

き実施してまいります。市が所有し、又は管理する施設に加え、関係団体である指定管理者によ

って整備・管理運営されている施設や施設管理受託業者も本システムの対象であり、施設の整備・

管理運営を担う民間事業者等に対して温室効果ガスの排出量削減等の取組みを講ずることを要請

するものです。 

恵庭市役所

指定管理者 環境管理 
事務局 

所管課 

①温室効果ガスの排出量削減等の

取組みを要請、及び実績報告の

提出依頼

③報告 ②報告

（別紙）
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生涯学習施設かしわのもり業務一覧

１．設備等に関する保守管理・点検・検査に関する業務

No. 業 務 名 内 容 別記仕様書 ページ

1 清掃業務 かしわのもりの清掃 仕様書 柏－１ 10 
2 窓ガラス清掃業務 窓の清掃 仕様書 柏－２ 12 
3 ごみ収集運搬業務 排出ごみ収集運搬 仕様書 柏－３ 13 
4 建物警備保障業務 機械警備 仕様書 柏－４ 14 
5 除雪・草刈業務 施設周辺の除雪や草刈、花壇

の整備
仕様書 柏－５ 15 

6 駐車場除雪・排雪業務 駐車場の除雪・排雪 仕様書 柏－６ 16 
7 消防用設備保守点検 消防設備点検 仕様書 柏－７ 17 
8 防火対象物定期点検 防火対象物の点検 仕様書 柏－８ 18 
9 電気設備機器等保守業務 電気設備機器の点検・保守 仕様書 柏－９ 19 
10 空調・暖房設備保守点検業務 空調・暖房設備保守点検 仕様書 柏－１０ 20 
11 ＡＥＤ設置・保守管理業務 ＡＥＤの設置と保守管理 仕様書 柏－１１ 21 
12 自動扉開閉装置保守点検業務 自動扉の点検 仕様書 柏－１２ 22 
13 敷地内庭維持管理業務 庭木剪定及び芝・花壇管理 仕様書 柏－１３ 23 

２．関連事業に関する業務

※各仕様書に定めのない事項及び各仕様書の内容に疑義が生じた時は、委員会と協議のうえ決定

するものとする

No. 業 務 名 内 容 別記仕様書 ページ

1 
運営協議会に関する運

営業務

かしわのもり運営協議会の事務

局としての会務処理について

仕様書 柏－１４ 24 

2 緑のカフェ業務 緑のカフェ業務について 仕様書 柏－１５ 25 

3 図書の管理・貸出に関

する業務
図書の管理・貸出等について 仕様書 柏－１６ 26 
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≪仕様書 柏-１≫ 

清 掃 業 務 仕 様 書

かしわのもりの清掃業務に当たっては、指定の箇所の日常清掃及び定期清掃を主たる業務とし、この

業務仕様書を基にして良好な環境衛生の維持と建物の保全に努め、広く市民に親しまれる施設作りを目

標とし、所定の業務を遂行するものとする。 

１．業務名  清掃業務

２．基本事項

（１）施設の各材質の特性を十分に検討し、最適な清掃資材を使用する。 

（２）清掃の機械化を図り、作業の効率化を高める。 

（３）作業員の厳選はもとより、日常の訓練にも留意して作業を行う。 

（４）借用物品は丁寧に取り扱う 

（５）節水及び節電に努める。 

２．作業範囲

施設の内部全館にわたり、日常清掃及び定期清掃を行うものとする。 

３．作業時間

（１）日常清掃（８:５０～１２:２０の３時間３０分） 

施設の休館日を除く。 

（２）定期清掃 

施設の休館日に行うことを原則とするが、休館日に実施できないときは別に定める日とす

る。ただし、清掃回数は業務内容に応じ、次のとおりとする。 

ア 床面清掃及び玄関・風除室・アプローチのブラシかけ  毎月１回            

イ 床面のワックス処理                  年１回 

４．業務概要

（１）全室、全スペース共通      

①床面の掃き掃除 

②汚れている部分の洗浄、乾拭き 

③ガラス清掃（別記仕様書２にも記載） 

④ドア・可動壁の清掃 

⑤ゴミ箱の不要物処理  

（２）カフェコーナーキッチン・ミニキッチン  

①水回りの清掃 

②シンク等の汚れ拭き 
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（３）トイレ        

①トイレ・水回りの清掃 

②化粧鏡、陶器類の汚れ拭き 

③石鹸・トイレットペーパーの補充 

④換気扇の掃除（掃除機によるゴミ除去）  

（４）玄関部分・風除室・アプローチ    

   ①掃除機による清掃 

②土・砂・氷・雪等の除去 
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≪仕様書 柏-２≫ 

窓ガラス清掃業務仕様書

１ 業 務 名 ： 窓ガラス清掃業務

２ 業 務 概 要 ： 本業務は、かしわのもりの窓ガラスの両面を年１回清掃するものである。

          ※実施月は、委員会と協議を行うものとする。

３ 安 全 対 策 ： 業務場所の特性を考慮するとともに、安全対策に十分注意し実施すること。

４ そ の 他 ： 本業務は、かしわのもりの使用に影響の出ないように十分配慮すること。
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≪仕様書 柏-３≫ 

ごみ収集運搬業務仕様書

１．業 務 名：ごみ収集運搬業務

２．業務概要：本業務は、かしわのもりで発生した、ごみの収集運搬を行うものである。

（１） ごみ収集作業

・燃やせるごみ  週 1 回

・燃やせないごみ  週 1 回

・資源ごみ  隔週 1 回

※収集する曜日については、契約後協議する。

（２） ごみの搬出は、収集日に所定の場所から搬出すること。

（３） 燃やせるごみ収集については、紙類のごみの飛散を防止するためパッカー車（4t 車以上）

を使用し業務を遂行すること。
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≪仕様書 柏-４≫

建物警備保障業務仕様書

１．業 務 名  建物警備保障業務

２．警備の方法

警備の方法は、施設全体を対象とし、警備業法の機械警備業務とする。

３．警備業務内容

・警備対象施設における不法侵入、盗難、火災等の事故の発生を警戒し、防止する業務。

 ・警備時間中は対象施設の異常の有無を間断なく監視し、対象施設の安全を確保する。

 ・警備時間中に対象施設の異常が発生したことを知った場合には、遅滞無く警備員を対象施設に急行

させ、異常事態の確認を行い必要な処置を執ること。

 ・警備時間中に対象施設に火災に係る異常が発生したこと知った場合には、遅滞無く消防署に通報す

るなど必要な処置を執ること。 

 ・警備業法施行規則でいう現場到着に要する時間は、２０分以内とする。 

 ・異常などがあった場合、速やかに委員会へ報告するほか、報告書を作成して保管すること。 

４．警備時間 

  原則的には次の時間帯とする。 

・開館日 ： ２２：００～翌日９：００ 

・休館日 ： １９：００～翌日９：００ 

  ・年末年始の休館日 ： ２４時間監視 

・但し、委員会が特に必要があると認めたときは、これを変更することができる。その場合はあら

かじめ協議し、時間などを定める。 

５．装置の保守管理等 

・装置の正常な機能を維持するため毎月１回以上の保守点検を行い、毎日装置の正常作動を確認し、

万一機器に異常が生じた場合は、遅滞無く対象施設の警備上の安全措置を講じなければならない。

・簡易な修理については指定管理者の負担とする。部品を要する修理及び取替等については委員会

と協議して決定する。消耗品については指定管理者の負担とする。 

  ・点検などを行ったときは、報告書を作成し、保管すること。
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≪仕様書 柏-５≫

除雪・草刈業務仕様書

１．業 務 名 ： 除雪・草刈業務 

２．業 務 概 要 ： 本業務は、利用者の安全確保や良好な屋外環境維持のため、かしわのもり敷地周

辺の除雪及び草刈、花壇の整備を行うものである。 

（１）除雪作業

①１回の降雪量が概ね５センチメートルを越えたときに除雪作業を行うものとし、午前８時から正

午までに完了させること。

  ②除雪作業を行う場合は、安全対策に万全を期すこと。 

  ③除雪作業を実施したときは、作業報告書を作成し、保管すること。 

（２）草刈、花壇管理 

①利用者に不快感を与えないよう、状況に応じて随時行うこと。 

②作業に際しては、安全対策に万全を期すこと。 

③草刈、花壇管理に際して発生した刈草等の処分について、必要に応じて実施すること。 

３．そ の 他 ： 業務に必要な作業機器などは指定管理者の負担とする。
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≪仕様書 柏-６≫ 

駐車場除雪・排雪業務仕様書

１．業 務 名   駐車場除雪・排雪業務 

２．所在地・面積 

（１）第１駐車場（建物付設） ： 恵庭市大町１丁目１５６－２、１６１－５

アスファルト舗装 １２４．４平方メートル

 （２）第２駐車場（単独）   ： 恵庭市大町２丁目１５５－１

アスファルト舗装 ４３２平方メートル

 （３）第３駐車場（単独）   ： 恵庭市大町２丁目１５５－３

                   砂利敷き     ６００平方メートル

                       合計 １，１５６．４平方メートル

３．基本方針 

（１）駐車場の形状を十分に把握し、最適な除雪・排雪を行う。 

（２）駐車車両、駐車場に面する道路の通行車両には十分注意し事故が起こらないようにすること。 

４．業務内容  

 （１）除雪  

①利用者の支障となるような状況を判断し、原則的に１回の降雪量が概ね７センチメートルを超

えたとき、除雪作業を行うものとする。

②駐車場内除雪、道路により駐車場入口の雪の除雪・排雪は、午前８時を目途に完了させること。

但し、第３駐車場については、近隣住民の要望から午前７時以降、夜間早朝以外の時間に作業

を行うこと。 

 （２）排雪 

 ①施設の休館日（第１・３月曜日、年末年始１２月２９日から１月３日）に実施を基本とする。

  （大量の降雪の場合は協議し変更する）。シーズンに５回（１月から３月）排雪を行う。

②第３駐車場については、近隣住民の要望から午前７時以降、夜間早朝以外の時間に作業を行う

こと。 

 （３）その他 

①除雪・排雪作業を行う場合は、安全対策に万全を期すこと。 

   ②除雪・排雪作業を実施したときは、作業報告書を作成し、保管すること。 

５．その他 

 （１）日中の大量降雪、吹き溜まり発生等の状況が、発生した場合は、協議し対応を検討することと

する。

（２）業務に必要な作業機器などは指定管理者の負担とする。 
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≪仕様書 柏-７≫ 

消防用設備保守点検業務仕様書 

１．業 務 名 ： 消防用設備保守点検業務 

２. 業 務 概 要 ： 本業務は、かしわのもりの消防用設備の保守点検を行うものである。 

（消防法第 17条に基づく消防用設備） 

（１）保守点検設備 

点検項目 個数 

◎消火器具 

 ・消火器（粉末式）（蓄圧式含む） 6 

・粉末消火設備（パッケージ型消火設備） 3 

◎自動火災報知設備 

 ・受信機（P型 1級 2級各回線） 1 

 ・感知器（差動式スポット型） 17 

 ・感知器（定温式スポット型） 12 

 ・煙感知器 15 

 ・総合版（発信機等） 3 

 ・音響装置（電鈴） 3 

 ・表示灯 3 

 ・電源（配線含む） 1 

◎非常警報器具及び設備 

 ・放送設備（アンプ・操作部） 1 

 ・非常ベル・自動式サイレン（増幅器） 1 

 ・スピーカー 26 

 ・非常警報設備 1 

 ・非常放送設備（配線点検）【総合点検のみ】 2 

 ・消防へ火災通報装置 1 

◎誘導灯及び誘導標識 

 ・誘導灯 13 

 ・電源（配線点検）【総合点検のみ】 1 

◎その他の設備 

 ・非常灯 11 

 ３．実施時期 ： 年２回（９月及び３月） 
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≪仕様書 柏-８≫ 

防火対象物定期点検業務仕様書 

１．業 務 名 ： 防火対象物定期点検業務

２．業 務 概 要 ： 本業務は、かしわのもりの防火対象物の届出（所轄消防長）に係る報告内容に

ついて定期的（年１回）に点検を行い、所轄消防長へ報告するものである。（消

防法第 8条）なお、報告内容に沿った設備の点検と訓練実施や適切な維持管理

に努めること。

３．そ の 他 ： 年１回
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≪仕様書 柏-９≫ 

電気設備・機器等保守業務仕様書 

１．業 務 名 ： 電気設備・機器等保守業務 

２．設備内容 ： 従量電灯  40 kVA 

低圧電力  5 kW 

駐車場灯  2 基 

３．業務概要 

（１）電気設備・機器等の維持及び運用の定期的な点検の実施 

（２）電気設備・機器等の異常発生及び発生のおそれがある場合の原因究明、応急 

措置 

４．点検項目 

   （１）月次点検              ： 隔月１回 

（２）年次点検              ： 毎年１回 

（３）設置、改造等の工事期間中に行う点検 ： 毎週１回 

（４）臨時点検              ： 必要の都度 

５．業務実施の報告 

   点検等を実施したときは結果を記録し、保管すること。
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≪仕様書 柏-１０≫ 

空調・暖房設備保守点検業務仕様書 

１．業 務 名 ： 空調・暖房設備保守点検業務 

２．業 務 概 要 ： 本業務は、かしわのもりの空調設備・暖房設備について保守点検を行うものであ

る。この他、日常の始業点検等を適切に行い、運転日誌を作成すること。 

３．業 務 内 容 

（１）下記設備について、必要な保守点検等を行うこと。 

  ・随時点検を行うこと。 

・点検などを行ったときは、報告書を作成し、保管すること。 

①ボイラー      ボイラー    油だき温水ボイラー 

型  名    サンポット CUG－E5903UR E（3基） 

              暖房出力    56.1kW(48,200kcal)／基 

②ボイラー制御器 

③温水ヘッダ 

 ④熱交換器 

⑤温水ポンプ 

 ⑥膨張タンク 

 ⑦電気パネルヒーター （多目的トイレ、男女トイレ） 

 ⑧温水パネルヒーター （男女更衣室、ミニキッチン） 

 ⑨排気筒 

 ⑩温水コイル等 

 ⑪外気ファン（床下 4か所） 

 ⑫排風機 

 ⑬送風機（ボイラー・ボイラー室） 

 ⑭換気扇等 

 ⑮灯油タンク 

 ⑯冷房設備  空冷式ヒートポンプ天吊型（4基） 

（クラークルーム、プレイスペース１、プレイスペースエントランス、会議室） 

※令和３年秋設置予定 

⑰その他周辺機器 

４．修理及び消耗品 

簡易な修理については指定管理者の負担とする。部品を要する修理及び取替等については教育委員

会と協議して決定する。消耗品については指定管理者の負担とする。 
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≪仕様書 柏-１１≫ 

ＡＥＤ設置保守管理業務仕様書 

１．業 務 名 ： ＡＥＤ設置保守管理業務 

２．業務概要 ： 本業務は、かしわのもり設置のＡＥＤの設置保守管理業務を行うものである。 

３．点検の内容

 （１）設  置  適切な場所にＡＥＤを設置すること。

（２）定期点検  必要な各定期チェックを行う。

 （３）日常点検  ＡＥＤが正常に使用可能な状態を示していることを確認する。  
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≪仕様書 柏-１２≫ 

自動扉開閉装置保守点検業務仕様書

１．業 務 名 ： 自動扉開閉装置保守点検業務

２．業 務 概 要 ： 本業務は、かしわのもりに設置されている自動扉の機械各部及び付属機器の調

整点検を行い、常に良好な開閉状態を維持するために保守点検を行うものであ

る。点検などを行ったときは、報告書を作成し、保管すること。

 ３．点検箇所等 ： 正面入口（片引式、フルテック(株)） 内外計２箇所

４．保守点検回数は年２回とする。

５．修理及び消耗品

    簡易な修理については指定管理者の負担とする。部品を要する修理及び取替等については委員

会と協議して決定する。消耗品については指定管理者の負担とする。
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≪仕様書 柏-１３≫ 

敷地内庭維持管理業務仕様書

１．業 務 名 ： 敷地内庭維持管理業務点検業務

２．業 務 内 容 

（１）かしわのもりに植樹している樹木や芝等の維持管理を行なうこと。

（２）害虫や病気等が発生した時は、殺菌・殺虫剤等を使用し、適切に処理すること。

（３）枯れ枝がある場合や施設に干渉する場合等、必要に応じて樹木の剪定を適切に実施すること。（サ

クラ１本、イチイ１本、モミジ１本）

（４）樹木が施設利用者等に危険を及ぼす場合は、委員会と協議し、適切に対処すること。

（５）庭や周辺部の芝は、追肥・芝刈り等を実施すること。

   また、鳥や虫による害が出た場合は、薬剤や器具等を使用し、適切に対処すること。

（６）プランターや花樽による花壇部分は、春・夏花の植栽を行い適切な管理を行う。

（７）業務に必要な資材などは指定管理者の負担とする。

   但し、施設が所有する芝刈り機を利用することができる

（８）業務に際しては業務日誌を作成し、保管すること。
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≪仕様書 柏-１４≫ 

運営協議会に関する運営業務仕様書

１．業 務 名 ： 恵庭市生涯学習施設かしわのもり運営協議会（以下「協議会」という）の運営 

２．業務内容 

かしわのもりの運営に関し必要な事項について協議し、地域の生涯学習を推進し、コミュニティづ

くりの拠点として施設の利用を図るため設置された協議会の事務局として、委員会にて策定した設置

要綱に基づき会務を処理する。 

３．協議会における協議事項 

（１） 施設の管理に関すること。 

（２） 施設の運営に関すること。 

（３） 施設の事業に関すること。 

（４） その他 

４．協議会の委員構成 

（１）柏地区町内会に所属する者 

（２）子ども関係団体、及びボランティア団体に所属する者 

（３）ＰＴＡに所属する者 

（４）高齢者団体（老人クラブ等）に所属する者 

（５）施設を利用する者 

（６）有識者 

（７）前述に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

５．協議会の開催

  協議会の開催は、年２回以上実施のこと。

６．その他

協議会委員の意見に配慮し、施設の管理・運営・事業に反映させること。
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≪仕様書 柏-１５≫ 

緑のカフェに関する業務仕様書

１．業 務 名 ： 緑のカフェに関する業務

２．業務内容

（１）緑のカフェは、かしわのもり開設時より、コミュニティづくりの拠点として施設利用を図るこ

とを目的として、協議会緑のカフェ部会の地域住民ボランティアにより運営・実施されている

ことから、その運営に協力すること。

（２）緑のカフェが使用する備品等の保管場所を確保すること。

（３）緑のカフェの運営に関して、問題等が生じた場合は、委員会、緑のカフェと協議を行うこと。

３．緑のカフェ開店時間

かしわのもり休館日、土曜日以外の１０～１５時
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≪仕様書 柏-１６≫ 

図書の管理・貸出に関する業務仕様書

１．業 務 名 ： 図書の管理・貸出に関する業務

２．基本方針 

かしわのもりは、「次世代を担う子どもたちを地域が育む」“地育”を掲げ、施設の学習機能のひと

つとして、本の回廊として壁に本棚を設置し、地域住民等から寄贈された図書を中心に配置している

ことから、その適切な管理に努め、地域の生涯学習に寄与すること。

３．業務内容

（１）図書及び本棚の適切な管理を行うこと。

（２）かしわのもりは、本の回廊として壁に本棚を設置し、地域住民等から寄贈された図書を中心に

配置しているため、その適切な分類や管理を行うこと。

（３）かしわのもりが所有する図書の貸出・返却業務を行うこと。 


